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新しい署名用紙ができています。統一署名用紙に世話人3名の

住所を届け先として明記したものです。新しいリーフと一緒に各戸

配布などでご利用ください。

流山憲法集会

日時 ５月２２日（日）午後1：30
（開始予定、確定は近日）

会場 流山市生涯
学習センター

講師 木村草太さん
首都大学東京準教授
（テレビなどによく出演

されており、国会でも参考

人に呼ばれて証言したりし

ている気鋭の憲法学者です）

アジアにもヨーロッパにも中南米にも保守化、右

傾化の波が起こっています。日本だけではありませ

ん。様々な原因が論じられています。資本主義経済

の行き詰まり。中国経済の先行き不安。ＩＳなどの

いままでにない残虐な暴力の横行。ヨーロッパに押

し寄せる難民。北朝鮮の無法。これらが相互に絡み、

行く末の不安は疑心暗鬼を生み、不信と憎悪を拡大。

右傾化が伝えられる幾つかの国を挙げればアメリ

カ、フランス、ドイツをはじめオーストリアやポー

ランド、スイスにおよび、デンマークやフィンラン

ドでも移民排斥などの動きが伝えられる。ドイツに

は1年間で109万人もの難民が押し寄せる。アフリカ

から地中海を渡って上陸する人たちの一時滞在の家

や食料を確保することも容易ではない。難民の中に

テロリストがまぎれ混んでいるとの疑惑も拭い去る

ことができない。難民の受け入れを中心になって推

進してきたドイツのメルケル政権も批判されている

し彼女がリードしてきたＥＵの団結も危うい。。

こうしたことを日本は対岸の火事でいいのでしょ

うか。元をただせばヨーロッパのアフリカ植民地支

配、中東のオイル目当ての支配と勝手な戦後秩序な

どに原因があります。いままた力だけで抑えようと

することはいっそう混乱を増すだけです。日本はさ

いわいこれらの地域に受け入れられてきたし、九条

を持つ国として果たすべき役割があるはずです。

高浜原発 突然の再稼働

鹿児島県の九電の川内原発に続いて関西電力は福

井県の高浜原発を再稼働させました。福島事故の原

因究明もできていない、いまだに８万人もの人々が

ふるさとに帰れないでいる、万一の事故の際の避難

先も確保されていない新基準での合格、原発なくて

も電力は足りている、など強い批判がある中での強

引な再稼働です。しかも高浜は使用済み核燃料を再

処理して取り出したプルトニウムとウランを混ぜた

ＭＯＸ燃料を使うプルサーマルが行われる予定です。

プルトニウムはプルトン（冥界の王）の名の通り危

険なもので、輸送や保管の安全性も問題であり、簡

単に原爆を作れるというものです。

政府に対して条件を付けてこれまで慎重だった西

川知事が地裁の差し止め命令が覆った時を捉えて一

気に決めたともいわれる急展開。この間政府との密

接な接触があったといいます。

成人式の若者たちにアピール

1月10日成人式会場の流山市文化会館の駐車場入り

口で新成人と保護者にアピールしてリーフとこの日

向けのチラシを配布しました。市内では1,474人(男7

45人、女729人)が晴れて成人となりました

「親がいっぱい来るんですね」と驚く行動参加の方。

例年、式典には参加せず、外で友人との久しぶりの

再会を楽しむ若者が多かったが、今年は会が始まる

と皆会場内へ……。何

があったの。

今年は7月に参議院

選。毎年この日に若者

に訴えている共産党の

方たちのほかに公明党

の皆さんも党の宣伝を

していました。
文化会館前で行動参加者



◆2月９日（火）「おおたかの森駅」
１５:３０～ 宣伝・署名

◆２月１９日（金）流山連絡会による宣伝・署名

おおたかの森駅 16：00～17：00
（先月は時間が間違っていて申し訳ありません）

☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺

カンパはこちらの郵便振替口座へ
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「今の流れのなかで今回の法案は、どんな意味を持

つか？」というキャスターの問いに、「集団的自衛

権行使容認は画期的で戦後安全保障政策の大きな転

換」「自衛隊の海外活動の内容・範囲が拡がり、日

米の防衛協力も拡充される」と、政府見解に近い法

案の評価が語られている。

この解説には、アメリカの戦争に巻き込まれる危

険、海外での武力行使、高まる自衛隊員のリスクな

ど、人々の不安や反対の声のみならず、憲法を視野

に入れたコメントもなかった。

②政府・与党の主張に傾斜～国会審議の伝え方～

「ﾆｭｰｽｳｵｯﾁ9」では、「報道ｽﾃｰｼｮﾝ」や「NEWS23」に

比べて国会審議の紹介に充てられる時間が短くそれ

も与野党の質問、首相、あるいは防衛大臣の答弁、

という一間一答の編集スタイルが支配的だった。

そのうえ重要ポイントも伝えない。核ミサイルも毒

ガスも法文上運搬可能だという中谷大臣の答弁。

「ポツダム宣言を詳らかに読んでいない」という安

倍答弁。戦闘中の米軍ヘリへの給油は戦闘行為では

ないかという共産党の追及などがある。NHKが行なっ

た憲法学者に対して7月3日締め切りで独自に行なっ

たアンケート（90％が違憲と回答）さえ衆院での強

行採決後でしかもｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ現代でたった２分。

ちなみに「報道ｽﾃｰｼｮﾝ」は同様のアンケートを行

い、憲法学者149人中「合憲」としたのがわずか3人

だったという結果を報告し、かなりの時間量でこの

結果について特集を組んでいる。（6月15日）

独自取材の報道

「報道ｽﾃｰｼｮﾝ」「NEWS23」などは「自衛隊員の現状」

「ドイツに見る海外派兵に対する議会の歯止め」

「後方支援で53人が戦死したドイツ軍」「ホルムズ

海峡の現実」などを独自取材し、数10回の特集を組

んでいるがNHKにはほとんどない。

｢放送を語る会｣の検証
与党の介入、籾井NHK会長のひどさ、見識のなさな

ど問題になってきましたが、戦争法審議中のNHK報道

はひどかった。それを検証した「放送を語る会」の

パンフレット「安保法案テレビニュースはどう伝え

たか」を紹介します。その姿勢は今も続いています。

会は5か月間の番組チェック。明らかになったのは

NHK政治報道の政府寄りの偏向。今回の安保法案報

道において、それは、「政府広報」と批判されても

やむを得ない域に達していた。8月25日、たまりかね

た市民が1000人規模でNHK放送センターを取り巻いて、

「怒りのNHK包囲行動」を開催し、「政権べったりの

報道をやめろ」と抗議の声をあげた。11月7日には、

「怒りのNHK包囲行動第2弾」が東京では放送センター

西口での集会のあと、渋谷の繁華街で「アベチャン

ネルはゴメンだ」といったプラカードを掲げてデモ。

このほか全国の放送局前での抗議集会。スタンディ

ングアピール、ビラ入れなどが展開された。

こうした市民の直接の抗議行動はNHK史上例がない。

「政府広報」の原因①記者解説～

「ﾆｭｰｽｳｵｯﾁ9」 での政治部記者の解説は、政府・与

党の方針・主張・思惑の説明が大半を占め、批判的

な指摘はほとんど見当たらない。

7月16日、衆院本会議可決後の政治部長解説では、

衆院審議を「与野党の議論が噛み合わなか

った」と論評、その原因を「合憲か違憲か根本的立

場が違うので歩み寄りようがなかった」とし、この

解説には、野党の質問に誠実に答える姿勢が安倍首

相になく、はぐらかしや官僚のメモの棒読み答弁を

重ねたことが「議論が噛み合わなかった」原因では

ないか、という批判的視点は含まれていない。

9月11日、参院特別委審議の大詰めを迎えた政治部

記者解説は、「国民の法案への反対意見が根強くあ

ること意識してか、安倍総理や閣僚の答弁からは、

懸念を払拭しょうとする姿勢が随所に見られた」と

政府の答弁を評価している。

ここには、「懸念を払拭しょうとする姿勢」とは

うらはらに、邦人輸送の米艦防護や、ホルムズ海峡

の機雷掃海の必要性について、首相の答弁が矛盾し、

あいまいな答弁に終始したことへの言及はなかった。

9月18日、参院本会議を控えての政治部長解説では、


